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カラコロ工房とは？

►昭和１３年３月 旧日本銀行松江支店として建設

►昭和６３年１２月 建物取り壊し計画に対し

市民有志による保存運動が始まる

►平成１２年４月 増改築を経てカラコロ工房誕生

►平成２７年度 ４３９千人が訪れた人気スポット

►平成２８年２月 国の登録有形文化財に登録
建物外観 地下金庫扉
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本館１階 ピンクのポスト

カラコロ工房の歩み

来館者推移

来館者が年々減少



➀老朽化対策 & ②更なる魅力アップ

➀老朽化に対する文化財としての価値の維持 ②更なる魅力化

来館者数の減少

白華現象

各所
ひび割れ現状

課題

人が集う松江の新たな日常を生み出す施設へ！

事業
目的

中心市街地の回遊性
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事業
内容

事業
内容

事業内容

総事業費（R5～R6）

8億2,023万円

≪主な老朽改修工事≫

・外壁修繕

・屋上防水対策

・エレベーター改修

≪主なリニューアル工事≫

・内装改修

・ライトアップLED化

・Wi-Fiの新設
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01. マルシェ 02. ものづくり体験

03. フードセンター 04. 地下金庫の活用

松江産品を中心とした
「上質な日常」を楽しめる

新型マーケット

松江が誇る伝統文化に
触れることが出来る

「ものづくり体験」を実施

夜までの賑わいを生み出すと
共に「インキュベーション
店舗」として活用

地下金庫という特殊な場所で
セミナーや文化・芸術を嗜む
場として意識づける



✓ 松江市中心市街地の商店街に賑わいを再生
✓ 職人の手仕事の「見える化」と「ものづくり体験」を提供し
「観る」「体験する」の２つのエンターテインメントを創出

01. 国登録有形文化財の保存・継承に寄与できること

02. 松江市の地域課題解決に寄与できること

03. リニューアル記念イベントへのご招待

04. 松江市ホームページでのご紹介

事業
内容

市の主要プロジェクト「職人商店街構想」における、北側の拠点施設

【連絡先】 松江市産業経済部商工企画課
TEL：0852-55-5208／ FAX：0852-55-5553／ メール：shoukou@city.matsue.lg.jp

整備事業
スケジュール

寄附を
する

メリット

外部実施設計 内部実施設計 改修工事
テナント開店

準備
リニューアル
オープン

～Ｒ5年2月 Ｒ5年2月～5月 Ｒ5年10月～Ｒ6年6月 Ｒ6年10月Ｒ6年7月～9月
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